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「
町
は
い
つ
ま
で
職

員
定
数
の
削
減
を
続
け

る
の
か
。
ま
た
各
課
等

の
仕
事
量
に
見
合
っ
た

人
数
、
ま
ち
づ
く
り
に

必
要
な
人
数
の
吟
味
を

行
っ
て
い
る
の
か
。
適

正
な
人
数
の
基
準
と
そ

の
考
え
方
は
。」
と
の

質
問
に
対
し
て
、

　
「
平
成
八
年
度
に

四
百
人
を
超
え
て
い
た

　
平
成
二
十
年
度
寒
川
町
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保

健
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
下
水
道
、
介
護
保
険
、
（
仮
称
）
健
康
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
用
地
取
得
の
六
事
業
特
別
会
計
の
決
算
は
、
八
月

二
十
六
日
の
本
会
議
に
提
案
さ
れ
、
議
会
は
六
名
の
委
員
で
構
成
す
る

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
は
、
九
月
九
日
、
十
日
、
十
一
日
、
十
四
日
、
十
五
日
の
五

日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
下
水
道
、
介
護
保
険
、
（
仮
称
）
健
康
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
用
地
取
得
の
五
事
業
特
別
会
計
を
賛
成
多
数
で
、
ま
た

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
を
全
会
一
致
で
可
決
と
し
、
本
会
議
最
終
日

の
採
決
に
お
い
て
も
、
同
様
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

決算特別委員会
平成 20 年度決算
全会計を認定

職
員
数
は
十
七
年
度
か
ら
の
定

員
管
理
計
画
に
よ
り
二
十
二
年

度
に
三
五
四
人
と
す
る
予
定
で

す
。
適
正
な
人
数
の
基
準
は
事

務
量
に
あ
っ
た
人
数
が
基
本
と

考
え
ま
す
。
今
後
も
町
の
政
策

や
重
点
事
業
等
を
考
慮
し
、
効

率
的
な
組
織
見
直
し
と
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
適
正
な
人
員
配
置
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

審査の焦点
　
決
算
特
別
委
員
会

の
審
査
に
お
い
て
、

各
委
員
か
ら
出
さ
れ

た
質
疑
と
そ
れ
に
対

す
る
答
弁
の
要
約
を

掲
載
し
ま
す
。

審査会場（第１委員会室）

一般会計決算の　内訳

歳出総額　145億7,308万円

消防費
議会費
労働費
商工費
農林水産業費

５億6,437万円（3.9%）
２億167万円（1.4%）
１億6,394万円（1.1%）
１億4,615万円（1.0%）
１億2,620万円（0.9%）

公債費　12億2,670万円（8.4%）

土木費
29億3,851万円（20.2%）

衛生費
13億6,859万円（9.4%）

民生費
33億5,163万円
（23.0%）総務費

29億8,059万円
（20.4%）

教育費
15億473万円
（10.3%）

歳出

適
正
な
職
員
数
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
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「
高
齢
者
が
増
え
て

い
く
中
、
健
康
診
査
や

相
談
事
業
な
ど
保
健
師

の
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
と
考
え
る
。
現
在
、

育
児
休
業
中
の
一
人
を

除
き
、
四
人
の
保
健
師

と
臨
時
職
員
で
対
応
し

て
い
る
が
、
事
業
の
継

続
性
の
面
か
ら
正
規
の

専
門
職
を
配
置
す
べ
き

で
あ
る
。
保
健
師
を
増

　
「
毎
年
、
医
療
費
は

増
え
続
け
て
い
る
。
町

は
健
康
づ
く
り
や
病
気

に
な
ら
な
い
た
め
の
事

業
を
進
め
て
い
る
が
、

疾
病
分
類
状
況
を
ま
と

め
た
統
計
デ
ー
タ
の
活

用
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
設
置
等
に
よ

り
横
断
的
に
他
部
署
と

の
連
携
を
深
め
、
医
療

費
の
抑
制
を
図
る
べ
き

員
で
き
な
い
か
。」
と
の
質
問

に
対
し
て
、

　
「
今
回
の
育
児
休
業
者
の
補

充
は
、
看
護
師
一
名
、
事
務
補

佐
員
一
名
で
対
応
し
て
い
ま

す
。
各
種
事
業
実
施
の
際
に
は

必
要
な
専
門
職
を
臨
時
職
員
と

し
て
採
用
し
、
不
備
の
な
い
よ

う
対
応
し
て
い
ま
す
。
保
健
師

の
増
員
に
つ
い
て
は
、
内
容
を

よ
く
吟
味
し
て
検
討
し
ま
す
。」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

で
は
。」
と
の
質
問
に
対
し
て
、

　
「
昨
年
度
か
ら
健
康
課
の
専

門
職
を
保
険
年
金
課
の
併
任
職

員
と
し
、
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
涯
学
習
課
や
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
の
事
業
も
医
療

費
削
減
に
役
立
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ご
提
案
内
容
を

参
考
に
、
今
後
も
健
康
課
を
中

心
に
横
の
連
携
を
深
め
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

一般会計決算の　内訳

歳入総額　155億8,358万円

【町税の内訳】

町民税	 42億3,686万円（27.2％）
固定資産税	 44億9,441万円（28.8％）
軽自動車税	 5,597万円（0 . 4％）
町たばこ税	 3億2,956万円（2 . 1％）
都市計画税	 4億9,522万円（3 . 2％）

財産収入	 7億7,177万円（5.0%）
繰入金	 5億3,566万円（3.4%）
分担金及び負担金	 1億3,063万円（0.8%）
地方譲与税	 1億2,547万円（0.8%）
使用料及び手数料	 1億2,467万円（0.8%）
地方特例交付金	 1億2,108万円（0.8%）
自動車取得税交付金	 1億255万円（0.7%）
地方交付税	 3,768万円（0.2%）
利子割交付金	 2,641万円（0.2%）
配当割交付金	 1,244万円（0.1%）
交通安全対策特別交付金	 1,032万円（0.1%）
株式等譲渡所得割交付金	 464万円（0.0%）
寄附金	 205万円（0.0%）

健康課の取り組み
心のふれあいと連携、健康で活力のあるまち
づくり（ふれあい・スポーツ・健康まつり）

町債
8億6,440万円
（5.5%）

諸収入
4億15万円
（2.6%）

繰越金
9億4,511万円
（6.0%）

地方消費税交付金
4億7,360円
（3.0%）

町税
96億1,202万円
（61.7%）

国庫支出金
7億962万円
（4.6%）

県支出金
5億7,331万円
（3.7%）

歳入

健
康
増
進
に
は
保
健
師
の
増
員
が
必
要

他
部
署
と
の
連
携
を
図
り
医
療
費
の
抑
制
を
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審査意見（決算特別委員会）

　平成２０年度寒川町一般会計、国民健康保険事業、老人保健事業、後期高齢者医療事業、下水道
事業、介護保険事業及び（仮称）健康福祉総合センター用地取得事業の各特別会計を合わせた決算
総額は、歳入で２５９億７０１万３，９３３円、歳出総額で２４４億８，７８６万３４６円、翌年度へ繰り越すべき財
源を控除した実質収支額は、１０億１，０２３万９，０８７円の黒字決算となっている。
  まず、一般会計の歳入において、歳入総額の６１．７％を占める町税は、町たばこ税が減となっているもの
の、個人住民税では、団塊世代の退職等により増となり、固定資産税では、新築家屋の増加に伴う土地・
家屋の増、企業の設備投資による増など町税全体で前年度比１億８，３１８万６千円の増、率にして１．９％
の増となっている。
　しかしながら、世界的経済状況の悪化は、当町企業にも打撃を与え、平成２１年度予定納税の還付が
多く発生している状況である。歳入全体の収入済額は前年度と比較して３億７，７６３万円の増となってい
るが、これは田端の二本松公園売却益であり、依存財源にあっては、軒並み減となる厳しい状況の中で、
財源の確保に真摯に取り組まれた関係者の努力は、評価するものである。
　なお、歳入全体の収入未済額は、４億６，７０５万４千円となっており、前年度に比べ５２７万円の増となっ
ている。税負担公平の原則の観点から、その縮減に向け実効性のある新たな取り組みに期待するもので
ある。
　歳出においては、１４５億７，３０７万９千円で、前年度と比較し、額で３億１，２２５万１千円、率で、２．２％の
増となっている。主な事業は、児童福祉の充実として児童手当・特例給付事業、町立保育園運営事業を
はじめ、教育環境の充実として、小谷小学校管理棟トイレ及び内部改修工事、町民の安全・安心のため
の防災行政無線デジタル化等設備工事及び消防分団の車輌購入、その他広域リサイクルセンター建設
事業・田端スポーツ公園整備事業など町民の様 な々生活環境の充実を図り、職員一丸となって取り組ん
だ姿勢は評価できるものである。
  次に、特別会計においては、平成２０年４月施行の後期高齢者医療事業特別会計及び（仮称）健康福
祉総合センター用地取得事業特別会計が新たに設けられ、一般会計からの繰り出しが大きくなってきて
いる。国民健康保険事業においては、保険料の収入未済額が、ほぼ前年度同額の４億７，２８１万２千円
と、前年度と比較し１６万３千円の減、収納率は前年度を２．１ポイント下回り７５．６％となっている。
　今後も収入未済額の縮減に向け、新たな仕組みを工夫するなど税負担の公平・公正の実現を強く期
待するものである。
　また、先に報告された財政健全性に関する比率である健全化判断比率及び公営企業の資金不足比
率についても１９年度決算同様、２０年度決算も各指標において早期健全化団体となる基準を大きくクリ
アしており、総体的に見て、本決算は適正なものと判断される。
　なお、今後の財政運営にあたっては、住民サービスの向上を図ることを念頭に日常業務の中で常に費
用対効果を考え、財政の健全化に努めること。特に用地取得の際には、住民の意見を充分に聞き、目的を
明確化すること。
　また、審査の過程で各委員から指摘された意見等については十分参酌し、今後の予算の編成、執行
にあたるよう要望し、審査意見とします。

　
「
歳
入
で
の
収
入

未
済
額
は
、
町
税
で

約
四
億
五
千
四
百
万

円
、
保
育
料
で
約

一
千
二
百
万
円
。
国
民

健
康
保
険
料
、
介
護
保

険
、
下
水
道
等
も
収
納

率
が
悪
化
し
て
い
る
。

滞
納
者
を
許
し
て
い
て

は
税
負
担
の
公
平
性
を

期
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
収
納
率
向
上
を
図

　
「
町
は
行
政
改
革
の

一
環
と
し
て
、
寒
川
駅

南
口
バ
ス
転
回
場
利
用

に
つ
い
て
事
業
仕
分
け

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果

は
民
間
に
任
せ
る
べ
き

と
の
判
断
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
そ
の
当
該
地
を
購

入
し
た
の
か
。
町
民
へ

の
メ
リ
ッ
ト
は
。」
と

の
質
問
に
対
し
て
、

　
「
事
業
仕
分
け
で
は

る
打
開
策
は
な
い
か
。」
と
の
質

問
に
対
し
て
、

　
「
ま
ず
は
、
現
年
度
の
徴
収

に
全
力
を
挙
げ
、
滞
納
者
を
増

や
さ
な
い
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
滞
納
者
に
対
し
て
は
、

粛
々
と
必
要
な
対
応
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。
決
定
的
な
打
開
策

は
見
当
た
り
ま
せ
ん
が
、
関
係

課
の
よ
り
一層
の
連
携
や
人
員
増

に
つい
て
も
考
え
て
い
き
ま
す
。」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

バ
ス
交
通
の
必
要
性
を
説
明
し

き
れ
ず
厳
し
い
結
果
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
土
地
購
入
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
は
、
南
口
ま
で
の
バ
ス

路
線
確
保
や
将
来
の
南
口
周
辺

ま
ち
づ
く
り
へ
の
有
効
活
用
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
地
権
者

か
ら
安
価
な
条
件
提
示
が
あ

り
、
現
在
か
ら
将
来
に
渡
っ
て

必
要
な
土
地
と
考
え
購
入
し
ま

し
た
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

収
納
率
向
上
の
た
め
の
打
開
策
は

事
業
仕
分
け
結
果
に
反
し
た
土
地
購
入　

そ
の
理
由
は

決算特別委員会委員別賛否の状況（○＝賛成、×＝反対）

委　員　名
会　計　区　分

一般 国保 老人 後期
高齢 下水道 介護 用地

取得

◎委 員 長 藤沢喜代治 ― ― ― ― ― ― ―

○副委員長 柳 下 雅 子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

　委　　員 小 沢 千 明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　〃 海老根照子 × × ○ × × × ○

　〃 関口　光男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　〃 及川　栄吉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

寒川駅南口バス転回場

年度 ������（�）
�������
�納��（�）

平成２０年度 ９５．０８ ７５．６０

平成１９年度 ９５．２２ ７７．６８

平成１８年度 ９５．３４ ７９．２６

平成１７年度 ９５．２９ ７９．８８

平成１６年度 ９５．２３ ８０．４６

（滞納繰越分を含む）
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九
月
十
八
日
の
本
会
議
最

終
日
、
平
成
二
十
年
度
決
算

の
採
決
に
先
立
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
そ
の
要
旨
を
掲

載
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
歳
入
総
額
は

約
百
五
十
五
億
八
千
三
百
万
円
、

前
年
比
約
三
億
七
千
七
百
万
円
、

二
・
五
％
の
増
で
、
増
額
の
主

な
要
因
は
二
本
松
公
園
売
却
に

伴
う
財
産
収
入
で
し
た
。

　

収
入
未
済
額
は
四
億
六
千
七

百
万
円
に
も
の
ぼ
り
、
負
担
公

平
の
原
則
の
下
、
全
庁
を
挙
げ

て
徴
収
体
制
の
見
直
し
等
、
よ

り
効
果
的
な
収
納
対
策
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

歳
出
は
、
百
四
十
五
億
七
千

三
百
万
円
で
前
年
比
二
・
二
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

寒
川
駅
北
口
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
は
一
日
も
早
い
完
成

を
、
新
た
に
購
入
し
た
寒
川
駅

南
口
バ
ス
転
回
場
は
、
将
来
を

見
据
え
町
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
有
効
活
用
を
望
み
ま
す
。

　

医
療
費
の
抑
制
に
は
、ま
ず

健
康
づ
く
り
で
す
。「
健
康
都

市
宣
言
」の
町
と
し
て
、多
く
の

町
民
が
参
加
で
き
る
健
康
と
福

祉
を
絡
め
た
事
業
展
開
を
も
っ

と
増
や
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
各
課
等

の
内
容
の
充
実
と
積
極
的
な
情

報
発
信
が
必
要
で
す
。

　

滞
納
繰
越
額
等
の
圧
縮
、
新

た
な
自
主
財
源
の
確
保
、
町
民

ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な
対
応
の
た

め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
証
が
必
要
で
す
。

　

他
の
事
業
で
は
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
、
山
積
す
る
行
政
課

題
の
解
決
に
概
ね
対
応
さ
れ
た

も
の
と
評
価
し
ま
す
。

　

実
質
収
支
比
率
が
年
々
低
下

し
て
い
る
中
、
今
後
も
健
全
財

政
に
最
大
限
の
努
力
を
行
い
、

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

自
治
体
運
営
を
期
待
し
て
賛
成

し
ま
す
。

　

貧
困
と
格
差
の
広
が
り
の
中
、

町
民
の
負
託
に
い
か
に
応
え
る

か
。
町
民
の
命
と
暮
ら
し
に
直

結
す
る
健
康
、
福
祉
、
医
療
な

ど
は
、
町
民
の
生
活
向
上
に
関

わ
る
最
優
先
課
題
で
す
。

　

高
齢
社
会
を
見
据
え
て
の
健

康
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
母
子

保
健
を
始
め
、
健
康
相
談
や
予

防
事
業
な
ど
保
健
師
の
仕
事
は

重
要
で
す
。
町
民
の
健
康
を
守

る
た
め
、
臨
時
職
員
の
体
制
で

は
継
続
面
か
ら
問
題
が
あ
り
、

専
門
職
の
配
置
が
必
要
で
す
。

　

障
害
者
三
級
・
四
級
の
医
療

費
が
縮
小
さ
れ
、
復
活
を
求
め

ま
す
。
ま
た
、
重
度
障
害
者
手

当
は
継
続
す
べ
き
で
す
。

　

待
機
児
は
増
え
続
け
て
お
り

保
育
園
を
増
設
す
べ
き
で
す
。

　

学
童
保
育
施
設
で
あ
る
星
の

子
ク
ラ
ブ
、
わ
か
ば
ク
ラ
ブ
は

施
設
が
老
朽
化
し
て
危
険
で
す
。

南
小
の
学
童
保
育
施
設
は
敷
地

内
の
設
置
を
検
討
す
べ
き
で
す
。

　

今
求
め
ら
れ
て
い
る
福
祉
、

医
療
、
教
育
、
子
育
て
の
充
実

の
た
め
に
新
幹
線
新
駅
の
積
立

基
金
を
有
効
活
用
す
べ
き
で
す
。

　

教
育
振
興
費
の
増
額
と
中
学

校
で
の
少
人
数
学
級
に
向
け
た

検
討
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
田

端
ス
ポ
ー
ツ
公
園
、
町
営
プ
ー

ル
、
庭
球
場
の
整
備
を
進
め
、

健
康
づ
く
り
に
活
用
で
き
る
施

設
と
す
べ
き
で
す
。

　

町
の
情
報
を
知
ら
せ
る
こ
と

は
、
町
政
運
営
の
基
本
で
す
。

広
報
さ
む
か
わ
の
全
戸
配
布
を

来
年
度
か
ら
実
施
す
べ
き
で
す
。

　

以
上
の
問
題
や
課
題
を
指
摘

し
反
対
し
ま
す
。

　

な
お
、
特
別
会
計
は
老
人
保

健
事
業
、
（
仮
称
）
健
康
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
用
地
取
得
事
業

を
除
き
反
対
し
ま
す
。

　

歳
入
総
額
の
構
成
比
割
合
は
、

自
主
財
源
が
八
〇
・
三
％
を
占

め
、
前
年
比
四
・
四
ポ
イ
ン
ト

の
増
、
依
存
財
源
は
一
九
・
七

％
で
前
年
比
約
六
億
一
千
六
百

万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
へ

前
年
比
約
六
億
一
千
九
百
万

円
増
額
し
て
積
立
て
た
こ
と

や
町
債
の
発
行
額
を
前
年
比

二
二
・
三
％
の
減
と
し
、
町
長

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実
現
を
図
っ

た
こ
と
は
高
く
評
価
で
き
、
財

政
運
営
の
健
全
化
へ
の
努
力
が

よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
議
会
放
映
事
業
、

防
災
行
政
用
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
設
備
工
事
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

共
通
商
品
券
補
助
金
、
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
へ
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
助
成
事
業
な
ど
有
意
義

で
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　

産
業
振
興
課
の
補
助
金
対
象

事
業
は
四
十
一
あ
り
、
総
額
は

約
八
千
万
円
で
す
。
実
績
報
告

を
基
に
成
果
基
準
を
設
け
、
事

業
を
精
査
す
べ
き
で
す
。
こ
れ

は
、
町
全
体
の
補
助
金
に
対
し

取
り
組
む
べ
き
課
題
で
す
。

　

寒
川
駅
北
口
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
は
、
固
定
資
産
税
確

保
の
た
め
に
も
早
期
完
成
へ
の

一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

総
合
図
書
館
は
本
の
貸
出
だ

け
で
な
く
、
住
民
活
動
拠
点
と

し
て
の
有
効
利
用
を
望
み
ま
す
。

　

公
民
館
で
の
事
業
を
活
発
に

し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
人

づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
す
。

　

住
民
活
動
事
業
の
充
実
、
町

民
の
意
思
を
尊
重
し
た
施
策
推

進
を
要
望
し
、
（
仮
称
）
健
康

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
用
地
取
得

事
業
を
除
き
賛
成
し
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中

行
政
課
題
の
解
決
を
評
価

健康、福祉、教育など
対応が不十分

財政運営の健全化を評価

平成20年度決算

討論要旨

新
生
ク
ラ
ブ

日本共産党

民主クラブ

賛
成
討
論

反対討論

賛成討論
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第３回
定例会

　
八
月
二
十
六
日
（
初
日
）
二
十
五
議
案
の
提
案
説
明
を
行
い
、
人
事
案
件
二
件
を
同
意
・

適
任
と
し
、
議
案
二
件
を
可
決
し
、
専
決
処
分
一
件
を
承
認
し
ま
し
た
。

　
八
月
二
十
八
日
（
第
二
日
）
に
は
、
初
日
に
提
案
説
明
を
行
っ
た
補
正
予
算
七
件
を
可
決

し
ま
し
た
。

　
九
月
七
日
（
第
三
日
）
に
は
、
追
加
提
案
さ
れ
た
補
正
予
算
一
件
の
提
案
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　
九
月
十
八
日
（
最
終
日
）
に
は
、
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
六
件
、
追
加
提
案
さ

れ
た
補
正
予
算
一
件
及
び
意
見
書
案
一
件
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
、
追
加
提
案
さ
れ
た
意
見
書

案
二
件
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認

人
事
案
件
な
ど
二
十
七
議
案
を
可
決

　

教
育
委
員
会
委
員
の
鈴
木
氏

の
任
期
が
十
月
四
日
に
満
了
と

な
る
た
め
、
再
び
委
員
と
し
て

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に

保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権

を
擁
護
し
、
自
由
人
権
思
想
の

○
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
）

　

主
な
内
容
は
、
町
内
各
企
業

よ
り
す
で
に
予
定
納
税
さ
れ
た

法
人
税
割
に
つ
い
て
、
予
定
納

税
の
額
を
下
回
る
確
定
申
告
が

な
さ
れ
、
差
額
と
加
算
金
を
合

わ
せ
て
還
付
す
る
た
め
、
専
決

処
分
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
還

付
金
と
加
算
金
を
合
わ
せ
三
億

円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
補
正

予
算
八
件
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち

追
加
さ
れ
た
経
費
は
、
国
・
県

の
経
済
危
機
対
策
の
一
環
と
し

て
支
出
さ
れ
る
交
付
金
等
の
対

象
事
業
が
主
な
も
の
で
す
。
そ

の
内
容
は
、
給
付
対
象
が
第
一

子
ま
で
に
拡
大
さ
れ
た
子
育
て

応
援
特
別
手
当
給
付
事
業
費
、

一
定
の
年
齢
に
達
し
た
女
性
に

対
し
子
宮
頸
が
ん
及
び
乳
が
ん

　 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

鈴
木
宏
文
氏
を
同
意

　 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

宇
田
川
貞
子
氏
を
適
任

任
命
し
た
い
と
し
て
提
案
さ
れ

た
も
の
で
、
投
票
に
よ
る
採
決

の
結
果
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

普
及
の
た
め
に
法
務
大
臣
よ
り

委
嘱
さ
れ
、
任
期
は
三
年
、
定

数
は
七
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

の
検
診
料
の
免
除
措
置
を
行
う

健
康
診
査
事
業
費
、
町
道
二
路

線
を
補
修
す
る
道
路
維
持
補
修

事
業
費
、
各
公
民
館
と
総
合
図

書
館
の
図
書
を
一
体
管
理
す
る

た
め
の
公
民
館
図
書
室
運
営
事

業
費
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
更
正
減
さ
れ
る
経
費

は
、
用
地
購
入
に
伴
う
借
入
金

額
と
利
率
が
確
定
し
た（
仮
称
）

健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
用
地

取
得
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
、

前
年
度
の
事
業
精
算
に
伴
う
介

護
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
両
特
別
会
計
繰
出
金
な
ど

で
す
。主

な
質
疑
と
答
弁

問　

歳
入
に
お
い
て
、
町
民
税

の
法
人
税
割
が
一
億
二
千
万
円

減
額
さ
れ
た
が
、
現
状
は
。

答　

七
月
末
現
在
で
、
前
年
度

は
約
六
億
円
、
本
年
度
は
約

一
億
四
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

問　

第
一
子
ま
で
拡
大
が
図
ら

れ
た
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の

対
象
者
数
は
。
ま
た
対
象
者
へ

の
Ｐ
Ｒ
と
申
請
方
法
は
。

答　

対
象
者
数
は
一
四
五
〇
人

を
予
定
し
て
お
り
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
図
り

ま
す
。
ま
た
対
象
者
に
は
申
請

書
と
返
信
用
封
筒
を
送
付
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

当
初
、
予
算
計
上
さ
れ
た

ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
車
の
リ
ー
ス
経

費
が
、
今
回
の
補
正
予
算
で
削

減
さ
れ
た
。
本
件
は
議
会
か
ら

も
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ

た
内
容
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
、

削
減
を
決
定
し
た
の
か
。

答  

厳
し
い
財
政
状
況
等
を
踏

ま
え
、
町
長
車
と
議
長
車
の
運

用
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。そ
の
た
め
、車
両
の
リ
ー

ス
に
伴
う
経
費
は
削
減
し
ま
し

た
。

問　

新
一
年
生
に
配
布
さ
れ
て

い
た
黄
色
い
帽
子
に
つ
い
て
、

今
回
の
補
正
予
算
で
復
活
さ
れ

た
が
、
そ
の
経
緯
は
。

答　

当
初
予
算
で
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
を
勘
案
し
、
別
の
方

法
で
提
案
し
ま
し
た
。
し
か
し

復
活
を
望
む
声
も
多
く
、
着
帽

率
も
高
い
現
状
か
ら
、
再
検
討

し
ま
し
た
。
今
回
、
国
の
交
付

金
活
用
も
可
能
と
な
り
復
活
し

た
も
の
で
す
。

問　

今
回
の
補
正
予
算
に
は
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
た
め
の

補
正
予
算

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期

は
、
法
律
に
よ
り
四
年
、
定
数

は
五
名
で
人
格
が
高
潔
で
教

育
・
学
術
及
び
文
化
に
関
し
識

見
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
、
町

長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命

す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
宇
田
川
氏
の
任
期
が

十
二
月
三
十
一
日
に
満
了
と
な

る
た
め
、
引
き
続
き
委
員
と
し

て
推
薦
し
た
い
と
し
て
、
議
会

に
意
見
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

投
票
に
よ
る
採
決
の
結
果
、
適

任
と
さ
れ
ま
し
た
。
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○
公
共
下
水
道
大
曲
幹
線
工
事

　

本
工
事
は
、
大
曲
幹
線
の
最

下
流
部
を
整
備
す
る
も
の
で
、

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
を
布
設

（
四
一
・
二
ｍ
）
し
、
暗
渠
化
を

図
る
も
の
で
す
。

　

入
札
の
結
果
が
低
入
札
価
格

調
査
の
対
象
で
あ
っ
た
た
め
、

工
事
の
履
行
確
保
に
つ
い
て
の

調
査
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

問　

最
近
、
低
入
札
に
よ
る
契

約
が
頻
発
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
現
状
を
改
善
す
る
た
め
、

入
札
制
度
の
見
直
し
を
行
い
適

正
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
。

答　

ご
指
摘
の
状
況
を
改
善
す

る
た
め
、
十
月
か
ら
最
低
制
限

価
格
を
改
定
し
、
さ
ら
に
は
失

格
基
準
価
格
を
導
入
し
運
用
い

た
し
ま
す
。
今
後
も
適
正
化
に

向
け
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
小
谷
小
動
幹
線

枝
分
割
一
工
事

　

本
工
事
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
通
じ
る
道
路
（
町
道

小
動
四
五
号
線
）
の
地
下
に
、

補　正　予　算　額　表
会計区分 補　正　前 補　正　額 補　正　後

一 般 会 計 144億4,815万4千円 1億1,407万2千円 145億6,222万6千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 51億4,499万2千円 1億2,468万4千円 52億6,967万6千円
老 人 保 健 事 業 2,887万0千円 2,435万9千円 	 5,322万9千円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 5億8,487万2千円 1,403万6千円 5億9,890万8千円
下 水 道 事 業 16億8,593万7千円 4,738万0千円 17億3,331万7千円
介 護 保 険 事 業 20億9,371万0千円 1億2,324万7千円 22億1,695万7千円
（仮称）健康福祉総合センター用地取得事業 8,892万2千円 △1,055万6千円 7,836万6千円

合　　　計 240億7,545万7千円 4億3,722万2千円 245億1,267万9千円

推
進
工
法
に
よ
り
汚
水
管
を

二
六
七
・
四
ｍ
布
設
す
る
も
の

で
す
。

　

入
札
の
結
果
が
低
入
札
価
格

調
査
の
対
象
で
あ
っ
た
た
め
、

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
最
低
入
札
者
は
調
査
取

扱
い
基
準
を
一
部
満
た
す
こ
と

が
で
き
ず
、
次
順
位
の
者
を
落

札
者
と
決
定
し
た
旨
の
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

問　

今
回
の
入
札
結
果
を
う

け
、
入
札
に
参
加
す
る
業
者
へ

の
指
導
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　

入
札
参
加
業
者
に
対
し
、

周
知
徹
底
を
図
り
た
い
と
考
え

ま
す
。

問　

本
工
事
は
、
解
体
作
業
が

進
む
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
隣

接
し
て
い
る
た
め
、
周
辺
交
通

に
影
響
が
生
じ
る
の
で
は
。
さ

ら
に
、
工
事
期
間
中
は
農
繁
期

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
の

方
々
に
対
し
て
配
慮
が
必
要
と

考
え
る
が
。

答　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
解
体

工
事
と
の
調
整
を
図
っ
て
お

り
、
交
通
等
に
支
障
は
生
じ
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

地
元
自
治
会
と
生
産
組
合
に
は

工
事
の
説
明
を
行
い
、
調
整
を

図
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
方
々

に
は
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

万
全
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
ま
す
。

問　

本
路
線
は
沈
下
が
進
み
、

用
水
の
通
水
時
期
に
は
冠
水
箇

所
も
見
ら
れ
る
。
地
元
は
改
善

を
求
め
て
い
る
が
、
今
回
の
工

事
で
改
善
さ
れ
る
の
か
。

答　

ご
指
摘
の
現
況
は
承
知
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
の
工
事
の

中
で
は
改
修
を
見
込
ん
で
い
ま

せ
ん
。
本
路
線
の
改
修
に
つ
い

て
は
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
に

伴
う
工
事
車
両
の
搬
路
等
も
勘

案
す
る
必
要
が
あ
り
、
検
討
に

は
時
間
を
要
し
ま
す
。

工事請負契約内容

請負契約件名 請負契約の相手方 契約金額

公 共 下 水 道
大 曲 幹 線 工 事 株式会社勝栄工業 5,380万2千円

公共下水道小谷小動
幹線枝分割１工事 浅岡建設株式会社 4,788万0千円

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
・
教
育
委
員
会
教
育

長
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

社
会
情
勢
の
変
化
、
財
政
状

況
等
に
か
ん
が
み
、
町
長
、
副

町
長
及
び
教
育
委
員
会
教
育
長

の
給
与
の
適
正
化
を
図
る
た
め

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
町
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、

町
長
の
給
与
を
三
・
四
九
％
、

副
町
長
及
び
教
育
長
の
給
与
を

三
・
四
四
％
引
き
下
げ
る
も
の

で
す
。

　

採
決
に
先
立
ち
、
「
引
き
下

げ
は
評
価
す
る
が
、
よ
り
適
正

な
方
法
で
算
出
さ
れ
た
い
。
」

と
の
賛
成
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

委
員
会
審
査

― 

議
案
の
概
要 

―

　
定
例
会
で
は
委
員
会
に
対
し
、
議
案
六
件
が
付
託
さ
れ

ま
し
た
。

　
九
月
十
八
日
の
最
終
日
に
は
、
委
員
長
よ
り
審
査
報
告

が
行
わ
れ
、
委
員
会
審
査
同
様
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

問　

改
定
の
背
景
と
引
き
下
げ

額
の
根
拠
は
。

答　

報
酬
審
議
会
で
は
、
類
似

団
体
と
の
比
較
、
厳
し
い
財
政

の
現
状
な
ど
を
踏
ま
え
、
当
町

の
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の

給
与
が
若
干
高
い
と
判
断
し
ま

し
た
。
引
き
下
げ
額
は
、
全
体

的
な
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し
算
出

し
た
も
の
で
す
。

問　

報
酬
審
議
会
で
は
、
町
長

の
公
約
で
あ
る
「
町
長
給
与

二
〇
％
削
減
」
に
つ
い
て
も
議

論
が
さ
れ
た
の
か
。

答　

今
回
の
諮
問
は
、
特
別
職

等
の
報
酬
の
在
り
方
を
諮
問
し

た
も
の
で
、
町
長
公
約
に
つ
い

て
は
、
議
論
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

問　

議
員
報
酬
の
引
き
上
げ
に

経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い

が
、
対
策
は
十
分
か
。

答　

各
公
共
施
設
、
教
育
施

設
、
窓
口
等
で
対
応
す
る
職
員

の
た
め
の
対
策
用
資
材
に
つ
い

て
は
、
現
行
予
算
の
中
で
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
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つ
い
て
、
議
論
は
な
さ
れ
た
か
。

答　

昨
今
の
厳
し
い
経
済
情
勢

等
か
ら
、
引
き
上
げ
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
一

般
職
の
職
員
給
与
と
比
較
し
、

逆
転
現
象
は
生
じ
な
い
か
。

答　

原
則
的
に
生
じ
ま
せ
ん
。

○
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
出
産
育
児
一
時

金
の
支
給
に
関
し
、
被
用
者
保

険
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
提

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
出
産
育
児

一
時
金
に
つ
い
て
、
現
行
の

三
十
八
万
円
を
四
十
二
万
円
に

引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。
な
お
、

本
改
正
は
二
十
一
年
十
月
か
ら

二
十
三
年
三
月
末
ま
で
の
暫
定

措
置
で
す
。

　

採
決
に
先
立
ち
、
「
経
済
的

負
担
が
軽
減
さ
れ
、
安
心
し
て

出
産
で
き
る
。
」
と
の
賛
成
討

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
疑
を
答
弁

問　

引
き
上
げ
さ
れ
た
背
景
は
。

答　

国
に
よ
る
緊
急
の
少
子
化

対
策
と
し
て
の
措
置
で
、
出
産

に
お
け
る
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
も
の
で
す
。

問　

時
限
的
な
措
置
で
あ
る
今

回
の
改
正
に
つ
い
て
、
継
続
的

に
支
援
は
で
き
な
い
か
。

答　

現
時
点
で
は
未
定
で
す
。

動
向
等
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

○
町
道
路
線
の
廃
止
・
認
定

　

小
出
川
の
河
川
改
修
に
よ
り
、

河
川
管
理
用
通
路
が
整
備
さ
れ
、

町
道
大
曲
三
〇
号
線
の
終
点
を

延
伸
す
る
も
の
で
す
。

○
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
改
正

　

消
防
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

法
律
を
引
用
す
る
条
文
の
整
理

を
図
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
本
定
例
会
で
は
、
陳
情
二
件
が
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審

査
さ
れ
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
陳
情
一
件
と
併
せ
て

審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
九
月
十
八
日
に
採
決
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
委
員
会

と
同
様
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

請
願

 

陳
情
の

  

審
査
結
果

◇
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
の

速
や
か
な
制
定
を
求
め
る
意
見

書
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

　

平
成
二
十
一
年
三
月
に
提
出

さ
れ
た
本
陳
情
は
、
再
び
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◇
「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
」
を
国

に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳

情
書

　

平
成
二
十
一
年
八
月
に
提
出

さ
れ
た
本
陳
情
は
、
慎
重
審
査

の
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

◇
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和

の
実
現
に
関
す
る
陳
情

　

平
成
二
十
一
年
八
月
に
提

出
さ
れ
た

本
陳
情
は
、

慎
重
審
査

の
結
果
、

採
択
と
な

り
ま
し
た
。

職　名 改正前 改正後 削減率

町　長 85万9千円 82万9千円 △3.49％

副町長 69万7千円 67万3千円 △3.44％

教育委員会
教育長 64万0千円 61万8千円 △3.44％

核兵器の廃絶と恒久平和を求める意見書

　ノーモア・ヒロシマ、ノーモア・ナガサキ、ノーモア、ヒバクシャ。この訴えは核兵器廃絶と
恒久平和を願う私たち被爆国民の心からの叫びである。しかし、核兵器はいまだ世界
に約２万１千発も存在し、今なお人類はその脅威から解放されていない。
　２０００年の核拡散防止条約（ＮＰＴ）再検討会議では、全面的な核兵器廃絶を約束
したが、２００５年の同会議では実質合意がなされなかった。核兵器国である５カ国（米
国、ロシア、英国、フランス、中国）に加え、ＮＰＴ未加盟のインド、パキスタン、イスラエル。ウ
ランの濃縮活動を拡大するイラン、核実験を行った北朝鮮の動向などは核不拡散体制
を大きく揺るがしている。
　こうした中、ヒロシマ、ナガサキの市長を先頭とする平和市長会議は、２０２０年に核兵
器の全廃を目指す「２０２０ビジョン」の具体的な道筋を示した「ヒロシマ・ナガサキ議定
書」を策定し、核拡散防止条約（ＮＰＴ）再検討会議で採択されるよう取り組みを進めて
いる。
　よって、政府においては、核兵器の廃絶と恒久平和の実現のため、２０１０年に開催さ
れる核拡散防止条約（ＮＰＴ）再検討会議に向け、次の事項について実効ある核兵器
廃絶の合意がなされるよう核軍縮・不拡散外交に全力で取り組まれることを要請する。

1. 政府は、国是である非核三原則を堅持するとともに、平和市長会議が提唱する
２０２０ビジョンを支持し、これを具体化した「ヒロシマ・ナガサキ議定書」を核拡散防
止条約（ＮＰＴ）再検討会議で採択されるよう取り組むこと。

2. 非核兵器地帯構想が世界平和の維持に重要な意義を有していることを考慮し、世
界各地に非核兵器地帯条約が実現するよう国際的努力を行うこと。特に朝鮮半島
と日本を含めた北東アジア非核兵器地帯構想を早急に検討すること。

3. 核拡散防止条約（ＮＰＴ）の遵守及び加盟促進、包括的核実験禁止条約（ＣＴＢＴ）
早期発効、核実験モラトリアムの継続、核兵器禁止条約（ＮＷＣ）の早期実現、兵器
用核分裂性物質生産禁止条約（ＦＭＣＴ）の交渉開始と早期妥結に全力で取り組
むこと。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　　平成２１年９月１８日
神奈川県高座郡寒川町議会　　　
議　長　　斎　藤　恒　雄　　　

　衆議院議長　　横　路　孝　弘　殿
　参議院議長　　江　田　五　月　殿
　内閣総理大臣　鳩　山　由紀夫　殿
　外務大臣　　　岡　田　克　也　殿

提出した意見書
本定例会では、意見書案１件を可決しました。
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町
有
財
産
と
し
て
の

未
利
用
地
の
活
用
に
つ
い
て

小
　
沢
　
千
　
明
　
議
員

　

今
後
二
年
間
で
三
十
億
円
の

財
源
不
足
が
推
定
さ
れ
て
い
る

町
の
財
政
状
況
は
、
大
変
厳
し

い
。
緊
急
財
政
対
策
会
議
と

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
が
事
業
の

見
直
し
を
し
て
い
る
が
、
そ
の

課
題
と
役
割
は
何
だ
っ
た
の
か
。

　

住
民
の
税
金
が
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の

か
、
そ
の
政
策
決
定
過
程
の
透

明
性
、
公
平
性
が
必
要
だ
と
考

え
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
要

因
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

伺
う
。

　

①
事
業
見
直
し
の
方
針
と
優

先
順
位
の
基
準
は
。

　

②
事
業
中
止
に
伴
う
人
件
費

削
減
の
考
え
は
。

　

③
財
源
確
保
の
対
応
策
は
。

　

④
住
民
へ
の
理
解
と
周
知
は
。

　
町
長　

全
事
業
を
見
直
す
方

　

世
界
的
な
大
不
況
が
町
内
企

業
に
も
業
績
悪
化
を
も
た
ら
し
、

法
人
町
民
税
の
還
付
金
が
過
去

最
大
と
な
っ
て
い
る
中
、
来
年

度
の
町
の
税
収
は
十
六
億
円
以

上
の
減
収
が
必
至
で
あ
る
。

　

国
で
は
国
有
財
産
の
売
却
等

に
よ
り
資
産
・
債
務
改
革
を
推

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

各
地
方
公
共
団
体
も
債
務
を
圧

縮
す
る
た
め
未
利
用
地
等
の
売

却
を
推
進
す
る
動
き
が
あ
る
。

　

寒
川
町
で
も
、
町
所
有
の
未

利
用
地
や
不
要
と
思
わ
れ
る
土

針
で
、
担
当
課
と
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
、
緊
急
財
政
対
策
会
議

で
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

①
基
本
的
に
教
育
と
命
に
か

か
わ
る
部
分
は
、
最
優
先
し
て

い
き
ま
す
。

　

副
町
長　

④
広
報
等
で
報
告

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
企
画
政
策
部
長　

②
削
減
を

視
野
に
入
れ
、
見
直
し
を
進
め

ま
す
。

　

③
見
込
ま
れ
る
歳
入
確
保
に

向
け
、
最
大
限
努
力
し
ま
す
。

地
に
つ
い
て
、
大
胆
に
見
直
し

を
行
い
、
町
有
財
産
を
有
効
活

用
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
町
長　

現
在
、
未
利
用
地
は

二
十
三
筆
、
約
五
千
四
百
㎡
存

在
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
相
模

川
河
川
敷
の
土
地
は
、
国
よ
り

買
収
の
話
が
あ
り
、
今
後
用
地

交
渉
を
進
め
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
旧
町
営
プ
ー
ル
跡
地
は
、

高
圧
線
下
で
土
地
利
用
が
難
し

い
状
況
で
す
が
、
有
効
活
用
に

向
け
て
、
早
急
に
検
討
し
た
い

と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
大
半
を

占
め
る
道
路
の
す
み

切
り
部
分
や
水
路
敷

な
ど
は
、
周
辺
の
土

地
所
有
者
に
払
い
下

げ
を
働
き
か
け
る
な

ど
、
積
極
的
な
対
応

に
努
め
、
財
源
の
確

保
を
図
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
総
務
部
長　

旧
町

営
プ
ー
ル
跡
地
は
、

町
有
地
町
有
施
設
利

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
そ
の
対
応
策
は

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
危

機
管
理
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
発
生
状
況
と
薬
品
等
の
備

蓄
状
況
は
。

　

②
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た

情
報
の
周
知
方
法
は
。

　

③
弱
者
へ
の
配
慮
と
、
重
症

化
へ
の
対
応
は
。

　

④
学
校
で
の
周
知
と
対
応
策
は
。

　

総
務
部
長　

①
手
の
消
毒
剤

が
百
三
十
本
、
そ
の
詰
替
用
五

百
本
の
在
庫
が
あ
り
ま
す
。

　

健
康
福
祉
部
長
・
教
育
次
長

　

①
高
校
生
、
中
学
生
、
保
育

園
児
で
若
干
名
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
対
策
担
当
参
事

　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
、

周
知
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

③
う
が
い
、
手
洗
い
の
励
行

や
検
温
の
実
施
、
体
調
確
認
等

を
各
施
設
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
次
長　

④
学
校
だ
よ
り

で
お
知
ら
せ
を
し
、
朝
の
健
康

観
察
や
欠
席
者
の
理
由
確
認
等

で
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

用
検
討
委
員
会
に
諮
り
な
が
ら
、

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

保
育
園
の
待
機
児
童
　

　
　
解
消
策
に
つ
い
て

　

寒
川
町
で
は
今
後
、
さ
が
み

縦
貫
道
路
の
完
成
な
ど
に
伴
い
、

人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
経
済
不
況
な
ど
を

背
景
に
、
働
き
な
が
ら
安
心
し

て
子
育
て
で
き
る
環
境
の
充
実

が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
待
機
児
解
消
策

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り
、
民

間
活
力
も
視
野
に
入
れ
、
具
体

的
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
と
考
え

る
。
今
後
の
展
望
を
問
う
。

　
町
長　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
子
育

て
に
関
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

必
要
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
、
保
育
園
の
新
設
等
を

す
る
た
め
に
は
、
今
年
度
策
定

中
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行

動
計
画
に
位
置
付
け
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
計
画
を
協
議
す
る

地
域
協
議
会
に
提
案
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

町
の
厳
し
い
財
政
状
況
と

そ
の
対
策
に
つ
い
て

柳
　
下
　
雅
　
子
　
議
員

　

本
定
例
会
で
は
、
九
月
七

日
、
八
日
に
、
議
員
九
人
に

よ
っ
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

一質
般問

ここが聞きたい！

未利用地の有効活用を
（旧町営プール跡地）

設置された手指消毒剤
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三
人
乗
り
自
転
車
へ
の
補
助
で

子
育
て
支
援
の
充
実
を

海
老
根
　
照
　
子
　
議
員

　

各
都
道
府
県
の
交
通
規
則
改

正
で
自
転
車
に
幼
児
二
人
を
乗

せ
る
「
三
人
乗
り
」
が
七
月
か

ら
全
国
一
斉
に
認
め
ら
れ
た
。

　

三
人
乗
り
自
転
車
は
、
前
後

の
専
用
座
席
に
六
歳
未
満
の
幼

児
二
人
を
乗
せ
て
も
十
分
な

強
度
や
ブ
レ
ー
キ
性
能
が
あ

り
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
に
影
響
す

る
振
動
が
起
き
な
い
な
ど
安
全

基
準
を
満
た
し
た
自
転
車
で
あ

る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。
従
来

の
自
転
車
は
使
用
で
き
な
い
た

め
、
価
格
が
高
い
新
型
自
転
車

を
購
入
す
る
こ
と
は
、
子
育
て

中
の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
が

大
き
い
。
そ
の
た
め
、
購
入
時

の
補
助
や
貸
出
制
度
を
新
設
す

べ
き
と
考
え
る
が
。
ま
た
県
の

「
安
心
こ
ど
も
基
金
」
の
活
用

と
利
用
者
の
「
自
転
車
安
全
講

習
会
」
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
町
長　

補
助
制
度
や
貸
出
制

度
は
、
運
用
開
始
か
ら
間
も
な

い
現
状
や
町
の
厳
し
い
財
政
事

情
か
ら
、
当
分
の
間
は
動
向
や

普
及
状
況
を
注
視
し
、
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
総
務
部
長　

講
習
会
に
つ
い

て
は
、
利
用
者
数
や
普
及
状

況
等
を
把
握
し
な
が
ら
、

方
法
も
含
め
研
究
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
対
策
担

当
参
事　

基
金
の
活
用

は
、
県
か
ら
具
体
的
な

内
容
が
ま
だ
明
示
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

同
補
助
金
は
二
十
二
年

度
ま
で
の
措
置
で
あ
る

た
め
、
継
続
性
等
も
含

め
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
証
は
　

　
　
　
加
入
者
全
員
に

　

高
い
保
険
料
が
納
め
ら
れ
ず

資
格
証
明
書
が
発
行
さ
れ
て
い

る
人
は
百
二
十
五
人
。
十
割
の

医
療
費
が
払
え
ず
命
に
係
わ
る

事
態
に
も
。
保
険
証
と
命
は
直

結
し
て
い
る
と
痛
感
す
る
。
そ

の
た
め
、
実
態
調
査
の
実
施
や

資
格
証
明
書
の
裏
面
に
、
「
病

気
の
際
は
保
険
証
を
発
行
」
と

記
載
す
る
こ
と
に
つ
い
て
町
の

考
え
は
。

　
町
長　

現
在
、
資
格
証
明
書

の
裏
面
に
は
、
災
害
等
の
特
別

な
事
情
が
生
じ
た
場
合
の
申
し

出
に
つ
い
て
を
記
載
し
て
お
り

ま
す
。
当
該
申
し
出
に
よ
り
保

険
者
証
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
福
祉
部
長　

実
態
調
査

は
、
電
話
に
よ
る
催
告
や
自
宅

訪
問
等
の
機
会
を
捉
え
て
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
、

事
務
分
担
の
見
直
し
や
臨
時
職

員
を
配
置
し
、
体
制
整
備
を
図

り
ま
し
た
。
そ
の
体
制
の
中
で

実
態
調
査
等
の
強
化
も
図
り
た

い
と
考
え
ま
す
。

待
機
児
解
消
の
た
め

保
育
園
増
設
の
計
画
を

喜
多
村
　
出
　
議
員

　

日
本
は
現
在
、
最
も
子
育
て

し
に
く
い
社
会
に
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
加

盟
国
の
中
で
も
、
三
歳
未
満
児

の
認
可
保
育
園
利
用
率
や
家
庭

政
策
の
予
算
の
低
さ
が
際
立
っ

て
い
る
。

　

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援

は
総
合
的
な
政
策
が
求
め
ら
れ

る
が
、
中
で
も
「
子
育
て
環
境

の
充
実
」
と
し
て
、
保
育
園
増

設
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
昨

年
度
町
の
入
園
希
望
者
で
入
れ

な
か
っ
た
児
童
は
百
三
十
人
に

達
し
、
枠
拡
大
に
よ
る
受
け
入

れ
も
限
界
に
達
し
て
い
る
。
町

の
「
行
政
施
策
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
や
党
単
独
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
も
、
保
育
園

の
増
設
を
望
む
声
が
世
代
を
超

え
て
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

　

①
認
可
保
育
園
不
足
の
現
状

と
町
民
の
声
を
受
け
止
め
、
保

育
園
増
設
の
施
策
を
講
ず
る
べ

き
と
考
え
る
が
町
の
考
え
は
。

　

②
保
育
園
増
設
の
国
の
補
助

金
制
度
は
ど

の
よ
う
な
も

の
か
。

　

③
保
育
園

増
設
に
つ
い

て
、
新
「
次

世
代
育
成
支

援
行
動
計

画
」
に
お
け

る
位
置
づ
け

と
、
具
体
的

な
定
員
数
は

ど
の
よ
う
に

設
定
す
る
の
か
。

　
町
長　

①
国
の
重
点
戦
略
会

議
の
考
え
に
基
づ
き
、
今
年
度
、

次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計

画
を
改
定
し
ま
す
。
増
設
に
つ

い
て
は
そ
の
計
画
に
載
せ
、
地

域
協
議
会
に
前
向
き
に
提
案
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
の
活

力
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
対
策
担
当
参
事

　

②
国
の
補
助
金
は
、
「
安
心

こ
ど
も
基
金
」
と
い
う
も
の
で
、

補
助
対
象
期
限
が
平
成
二
十
二

年
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

③
現
在
の
次
世
代
育
成
支
援

対
策
行
動
計
画
で
は
、
増
設
は

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
年
度
、
計
画
の

改
定
を
行
う
こ
と
で
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
計
画
で
の
定
員
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
入
園
希
望
に

添
え
な
か
っ
た
方
の
年
齢
や
内

容
等
の
分
析
を
行
い
、
定
員
の

弾
力
枠
で
の
入
園
数
等
を
考
慮

し
、
十
月
中
旬
に
開
催
予
定
の

地
域
協
議
会
に
定
員
増
を
提
案

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

補助制度の創設を

保育園の増設を
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重
度
障
が
い
者
手
当

縮
小
・
カ
ッ
ト
は
許
さ
れ
な
い

村
　
田
　
桂
　
子
　
議
員

　

来
年
度
か
ら
県
は
、
重
度
障

が
い
者
へ
の
手
当
を
「
重
度
重

複
障
が
い
」
の
み
に
縮
小
す
る

こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。
そ
の
内

容
は
ど
の
よ
う
か
。

　

障
が
い
者
は
こ
れ
ま
で
も
、

自
立
支
援
法
の
施
行
や
、
医
療

費
無
料
制
度
の
後
退
で
、
厳
し

い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

　

障
が
い
を
持
つ
住
民
の
所
得

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

実
施
さ
れ
れ
ば
福
祉
の
後
退
と

な
り
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
と
考
え
る
。
一
層
の
支
援
こ

そ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

町
長　

来
年
度
か
ら
、
県
の

手
当
て
は
重
度
障
害
者
で
複
数

の
手
帳
所
持
者
、
特
別
障
害
者

手
当
ま
た
は
障
害
児
福
祉
手
当

の
受
給
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

町
手
当
の
方
向
性
は
、
決
定

し
て
い
ま
せ
ん
。
障
害
者
福
祉

事
業
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案

し
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

健
康
福
祉
部
長　

県
で
は
、

従
来
の
受
給
者
に
は
経
過
措
置

と
し
て
二
年
間
、
現
支
給
額
の

半
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給

対
象
者
の
所
得
は
、
非
課
税
世

帯
は
二
八
六
人
、
二
五
〇
万
円

未
満
は
一
七
六
人
、
二
五
〇
万

円
以
上
は
三
七
〇
人
で
す
。

中
学
校
給
食
を
　
　
　

　
親
子
方
式
で
実
施
を

　

共
産
党
議
員
団
で
実
施
し
た

要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
中
学
校

の
完
全
給
食
を
望
む
声
が
び
っ

し
り
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
給
食
が
子
ど
も
の

体
の
成
長
に
必
要
な

の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

一
緒
に
同
じ
も
の
を

食
べ
る
「
共
食
」
こ

そ
が
心
を
育
て
る
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

小
学
校
で
は
児
童

数
が
減
っ
て
お
り
、

小
学
校
の
給
食
室
で

中
学
の
分
も
作
る
親

食
育
推
進
運
動
の
強
化
で

青
少
年
の
健
全
な
心
身
の
育
成
を
！

太
　
田
　
真
奈
美
　
議
員

　

食
育
基
本
法
は
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
「
食
」
に
関
す
る
知

識
と
選
ぶ
力
を
身
に
つ
け
、
健

全
な
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
指

し
制
定
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
幼

少
か
ら
少
年
ま
で
が
重
要
と
考

え
る
。
そ
こ
で
以
下
の
点
に
つ

い
て
、
町
の
見
解
を
問
う
。

　

①
現
状
の
取
り
組
み
と
各
年

代
別
の
食
育
に
つ
い
て
考
え
は
。

　

②
家
庭
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
町
の
対
応
は
。

　

③
食
育
へ
の
関
心
に
つ
い
て
、

そ
の
実
態
の
掌
握
は
。
ま
た
町

内
の
現
状
は
。

　

④
小
学
生
の
朝
食
の
欠
食
の

現
状
と
家
庭
へ
の
発
信
は
。

　

⑤
積
極
的
に
食
育
を
推
進
す

る
た
め
、
町
独
自
の
食
育
推
進

計
画
を
作
成
す
る
考
え
は
。

　

町
長　

①
さ
む
か
わ
元
気
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
ご
と
に
健
康
づ
く
り
や

栄
養
教
育
を
行
い
、
食
育
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

②
保
健
衛
生
事
業
、
健
診
、

教
育
の
場
面
等
を
通
じ
啓
発
し

て
い
ま
す
。

　

健
康
福
祉
部
長　

③
具
体
的

な
数
値
は
掌
握
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
各
種
事
業
の
折
に

食
生
活
に
関
す
る
調
査
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

プ
ラ
ン
の
見
直
し
時
期
に

あ
わ
せ
掌
握
で
き
る
よ
う

検
討
い
た
し
ま
す
。

　

⑤
現
時
点
で
は
、
さ
む

か
わ
元
気
プ
ラ
ン
の
中
で

包
含
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

教
育
次
長　

④
ア
ン

ケ
ー
ト
（
小
六
）
で
は
、
あ
ま

り
食
べ
な
い
子
は
六
・
六
％
、

全
く
食
べ
な
い
子
は
〇
・
九
％

で
す
。
ま
た
家
庭
へ
は
、
給
食

だ
よ
り
、
保
護
者
の
試
食
会
、

授
業
の
課
題
等
を
通
じ
発
信
し

て
い
ま
す
。

幼
児
二
人
同
乗
者
用
　

自
転
車
の
助
成
創
設
を

　

本
年
七
月
に
幼
児
二
人
同
乗

用
自
転
車
に
係
る
規
則
が
施
行

さ
れ
た
。
こ
れ
は
複
数
の
幼
児

を
持
つ
保
護
者
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
措
置
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
安
全
基
準
を
満
た
す
自
転
車

は
、
高
価
な
上
に
種
類
も
少
な

く
購
入
も
大
変
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
購
入
費
の
一
部
助
成
や
貸

出
制
度
の
創
設
が
望
ま
れ
る
が
、

町
の
考
え
は
。

　

町
長　

ご
提
案
は
、
安
心
こ

ど
も
基
金
の
地
域
子
育
て
創
生

事
業
の
補
助
対
象
と
な
る
取
り

組
み
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
詳
細
は
明
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
国
・

県
の
動
向
や
普
及
状
況
を
注
視

し
検
討
し
ま
す
。

子
方
式
な
ら
ば
、
経
費
も
少
な

く
て
実
施
で
き
る
。
子
育
て
支

援
の
意
味
で
も
実
施
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
町
長　

手
作
り
弁
当
は
、
こ

の
時
期
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
教
育
面
で
大
き
な
意
味
を

持
つ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め

中
学
校
の
昼
食
形
態
は
現
状
継

続
の
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

　

教
育
長　

親
子
方
式
は
、
運

搬
面
の
厳
し
い
基
準
や
調
理
基

準
の
改
正
等
に
よ
り
新
た
な
設

備
投
資
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

食
は
本
来
、
家
庭
が
担
う
も
の

と
考
え
ま
す
が
、
社
会
状
況
の

変
化
か
ら
給
食
を
求
め
る
現
状

も
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
中
・
長
期
的
に
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。中学校の完全給食を

食育推進の取り組み
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寒
川
の
将
来
を
見
据
え
た

効
果
あ
る
予
算
執
行
を

関
　
口
　
光
　
男
　
議
員

さ
が
み
縦
貫
道
路
南
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
大
変
な
財
を
生
む
事
業
と

考
え
る
。
先
行
的
に
職
員
を
配

置
し
、
強
い
意
志
を
持
ち
、
投

資
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
が
、
町
長
の
意
思
は
。

　

④
財
政
状
況
が
厳
し
い
ほ
ど

事
業
の
選
択
や
重
点
化
は
重
要

と
な
る
が
、
町
の
見
解
は
。

　

町
長　

①
②
町
民
税
の
大
幅

な
減
収
が
見
込
ま
れ
、
厳
し
い

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
二
〇
二
〇
プ
ラ

ン
も
着
実
に
推
進
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
貴
重
な
税
金
を
有
効

か
つ
効
果
的
に
活
用
し
、

応
急
措
置
で
な
く
、
将

来
を
見
据
え
た
先
行
投

資
的
な
予
算
配
分
が
必

要
と
考
え
ま
す
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
緊
急
財

政
対
策
会
議
で
は
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
考
慮
し
な

が
ら
全
体
バ
ラ
ン
ス
を

勘
案
し
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

③
さ
が
み
縦
貫
道
路
は
、
寒

川
が
大
き
く
変
わ
る
き
っ
か
け

と
な
る
事
業
と
捉
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
重
点
施
策
で
あ
る

拠
点
整
備
は
、
全
面
的
に
努
力

し
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま

た
関
連
す
る
主
要
交
通
に
つ
い

て
は
、
国
や
県
に
積
極
的
に
働

き
か
け
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

企
画
政
策
部
長　

④
ご
指
摘

は
緊
急
財
政
対
策
会
議
で
も
議

論
を
し
て
い
ま
す
。
町
の
将
来

を
考
え
、
事
業
の
精
査
や
見
極

め
を
行
い
た
い
と
考
え
ま
す
。

寄
附
条
例
制
定
で
　
　

　
　
活
力
あ
る
ま
ち
へ

　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
町
民
と
町
は
一
体
と
な
り

協
働
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

積
極
的
な
事
業
推
進
の
た
め

に
寄
附
を
募
り
、
住
民
の
意
向

が
反
映
で
き
る
、
寄
附
条
例
制

定
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
町
長　

自
治
基
本
条
例
の
基

本
理
念
に
も
即
し
た
内
容
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
ご
提
案
の
趣

旨
に
賛
同
す
る
た
め
、
研
究
し

て
ま
い
り
ま
す
。

自
転
車
事
故
減
少
に
向
け

積
極
的
な
取
り
組
み
を

及
　
川
　
栄
　
吉
　
議
員

　

寒
川
町
は
、
自
転
車
交
通
事

故
多
発
地
域
に
二
年
連
続
指
定

さ
れ
、
県
内
で
は
ワ
ー
ス
ト
六

位
で
あ
る
。
改
善
に
向
け
積
極

的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え

る
。
町
の
見
解
を
伺
う
。

　

①
交
通
事
故
の
現
状
と
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
は
。

　

②
自
転
車
運
転
の
マ
ナ
ー
向

上
に
向
け
、
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化
に
つ
い
て
。

　

③
不
名
誉
な
状
況
を
返
上
す

る
た
め
、
自
転
車
に
関
す
る
講

習
会
や
実
技
訓
練
、
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
積
極
的
な
啓
発

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

④
自
転
車
交
通
事
故
多
発
地

帯
に
立
て
看
板
を
設
置
し
、
注

意
喚
起
す
る
考
え
は
。

　

⑤
マ
ナ
ー
の
向
上
を
啓
発
す

る
た
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
全
戸
配
布
す
る
考
え
は
。

　

町
長　

①
②
交
通
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
産
業
ま
つ
り

等
を
通
し
た
啓
発
、
小
学
校
三

年
生
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全

教
室
、
点
灯
を
促
す
看
板
設
置

な
ど
に
取
り
組
み
、
交
通
事
故

減
少
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
茅
ヶ
崎
警
察
署
を
始
め
町

交
通
安
全
対
策
協
議
会
な

ど
関
係
機
関
と
よ
り
一
層

連
携
を
図
り
推
進
い
た
し

ま
す
。

　

副
町
長　

⑤
町
交
通
安

全
対
策
協
議
会
に
検
討
を

要
請
し
、
啓
発
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

①
自
転
車

に
よ
る
事
故
は
増
加
傾
向

で
全
体
の
三
割
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

③
ご
提
案
に
つ
い
て
は
、
実

施
方
法
等
の
研
究
や
関
係
機
関

と
の
協
議
を
行
い
、
開
催
に
向

け
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

④
効
果
的
な
地
域
を
検
討
し
、

自
転
車
事
故
減
少
に
努
め
ま
す
。

町
の
資
源
を
活
か
し
　

　
　
　
滞
在
型
観
光
を

　

将
来
、
寒
川
の
安
定
し
た
収

入
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
寒

川
の
資
源
を
活
か
し
、
寒
川
神

社
周
辺
、
相
模
川
、
小
出
川
、

目
久
尻
川
等
を
一
体
と
し
た
滞

在
型
観
光
へ
の
誘
導
策
が
重
要

と
な
る
。
今
回
、「
町
観
光
振

興
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
」

が
示
さ
れ
た
が
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
町
の
展
望
は
。

　

町
長　

現
在
、
観
光
振
興
計

画
策
定
に
向
け
、
町
観
光
事
業

検
討
協
議
会
に
既
存
観
光
事
業

の
検
証
や
新
た
な
観
光
事
業
の

研
究
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
協
会
で
は
、
観
光
マ
ッ

プ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、

滞
在
型
観
光
へ
の
メ
ニ
ュ
ー
も

検
討
し
て
い
ま
す
の
で
、
支
援

を
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

　

経
済
状
況
の
悪
化
に
よ
り
、

寒
川
町
も
大
変
な
財
政
危
機
に

直
面
し
て
い
る
。
今
す
べ
き
こ

と
は
、
こ
の
緊
急
事
態
を
乗
り

越
え
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
貴
重
な
税
金
を
効

果
的
に
執
行
す
る
こ
と
が
重
要

と
捉
え
、
以
下
の
見
解
を
問
う
。

　

①
緊
急
事
態
へ
の
対
応
は
。

　

②
予
算
は
「
安
さ
」
だ
け
を

求
め
る
の
で
は
な
く
、
将
来
を

見
据
え
た
投
資
で
な
け
れ
ば
無

駄
を
招
く
。
町
長
の
考
え
は
。

　

③
町
の
将
来
を
考
え
た
時
、

財政危機を訴える山上町長

交通安全教室
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町
税
や
国
保
料
の
収
納
率
が
悪
い

財
源
確
保
に
一
層
の
努
力
を

早
乙
女
　
昭
　
議
員

　

行
政
運
営
の
根
幹
を
な
す
財

源
の
確
保
に
関
し
、
町
税
や
国

保
料
等
の
徴
収
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
町
税
や
国
保
料
等
の
収
納

や
滞
納
整
理
状
況
、
さ
ら
に
は

そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　

②
町
税
の
収
納
率
は
、
こ
の

五
年
間
約
九
五
％
で
改
善
さ
れ

て
い
な
い
。
今
後
の
対
策
は
。

　

③
国
民
健
康
保
険
料
の
収
納

率
は
約
七
六
％
で
、
町
民
税
と

比
較
し
て
非
常
に
悪
い
。
な
ぜ

か
。
ま
た
収
納
率
向
上
の
た
め
、

保
険
料
方
式
か
ら
税
方
式
に
す

べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　

④
所
得
階
層
別
に
国
保
料
の

賦
課
状
況
を
見
る
と
、
町
民
税

に
比
べ
て
低
所
得
者
層
へ
の
負

担
が
重
い
。
こ
の
仕
組
み
の
改

善
に
向
け
て
、
町
は
国
に
対
し

て
働
き
か
け
を
強
め
る
べ
き
と

思
う
が
い
か
が
か
。

　

町
長　

①
町
税
の
収
納
状
況

は
現
年
度
分
九
八
・
七
八
％
、

滞
納
繰
越
分
は
一
四
・
三
六
％

で
す
。
滞
納
に
は
、
法
に
基
づ

き
し
か
る
べ
き
対
応
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
国
保
料
で
は
、
現

年
度
分
九
〇
・
三
七
％
、
滞
納

繰
越
分
は
一
二
・
三
九
％
で
す
。

本
年
度
か
ら
徴
収
専
門
の

職
員
や
臨
時
職
員
を
配
置

し
、
収
納
率
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
副
町
長　

②
県
は
短
期

派
遣
制
度
拡
充
や
研
修
の

充
実
等
を
計
画
し
て
お
り
、

制
度
活
用
も
含
め
対
応
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

健
康
福
祉
部
長　

③
滞

納
世
帯
の
う
ち
約
五
％
が

税
の
未
申
告
や
所
得
の
な
い
世

帯
で
あ
り
、
収
納
率
に
差
が
生

じ
る
一
因
と
捉
え
て
い
ま
す
。

ま
た
ご
提
案
の
方
式
は
、
今
後

も
十
分
検
証
す
る
必
要
は
あ
り

ま
す
が
、
県
内
の
実
績
を
勘
案

し
、
現
行
の
料
方
式
を
採
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

④
ご
提
案
も
含
め
要
望
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

負
担
の
公
平
確
保
に
　

　
仕
組
み
作
り
が
重
要

　

特
別
の
理
由
も
な
く
町
税
や

保
険
料
等
を
滞
納
す
る
者
に
対

し
て
の
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制

限
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
に

つ
い
て
、
見
解
と
現
状
は
。

　

②
制
限
を
実
施
す
る
な
ら
、

そ
の
基
本
と
な
る
条
例
を
制
定

す
べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　

町
長　

①
②
滞
納
者
も
同
様

の
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
こ
と

は
公
平
感
を
阻
害
し
ま
す
。
町

で
は
、
町
税
の
完
納
を
申
請
条

件
と
し
て
い
る
条
例
等
が
あ
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
制
限
は
行
っ
て
い

ま
す
。
ご
提
案
の
条
例
制
定
は
、

現
在
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

本会議インターネット中継

　寒川町議会では、本会議の模様をインターネットで中継しています。
　中継については、生中継と録画中継を行っており、ご自宅等のパソコンからご覧になることができ
ます。ぜひご覧ください。
　なお、録画中継は生中継の後、随時更新いたします。

中継は以下のアドレスからご覧になることができます。
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/about/gikai/index.html

生中継の予定
（12月定例会）

１１月３０日（月）　　９時〜
１２月　２日（水）　　９時〜
１２月１０日（木）　　９時〜
１２月１１日（金）　　９時〜
１２月１５日（火）　１０時〜

ホームページは「寒川町議会」で検索できます
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審議した議案と結果７〜９月

寒川町議会第４回定例会日程
月日（曜） 開始時間 内　　容

11月30日（月） ９：00 本会議
12月２日（水） ９：00 本会議
12月３日（木） ９：00 総務常任委員会
12月４日（金） ９：00 文教福祉常任委員会
12月７日（月） ９：00 建設経済常任委員会

12月８日（火）
９：00 寒川駅周辺整備対策特別委員会
13：15 東海道新幹線新駅対策特別委員会

12月10日（木）
９：00 本会議（一般質問）

12月11日（金）

12月15日（火） 10：00 本会議
（都合により、日程を変更する場合があります。）

http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/about/gikai/index.html
e-mail：m-gikai@town.samukawa.kanagawa.jp

○ 傍聴はどなたでもできます。当日受付をしてください。
　　（委員会の傍聴は、委員長の許可が必要です。）
　 本町議会のホームページにも、会期の日程や議会の傍聴のしかた、
　 請願や陳情の手続き、議員名簿などを掲載しています。
　 なお、不明な点については議会事務局へお問い合わせください。

議会事務局 総務担当 ＴＥＬ0467-74-1111 内線341・342

議案番号 件　　　　　　　　名 結　　果

第　
　

三　
　

回　
　

定　
　

例　
　

会

報第６号 専決処分の報告について
報第７号 専決処分の報告について
議第33号 専決処分の承認について 承　　認
議第34号 教育委員会委員の任命について 同　　意
議第35号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適　　任
議第36号 寒川町特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決（全員）
議第37号 寒川町教育委員会教育長の給与及び勤務時間に関する条例の一部改正について 原案可決（全員）
議第38号 寒川町国民健康保険条例の一部改正について 原案可決（全員）
議第39号 寒川町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 原案可決（全員）
議第40号 町道路線の廃止について 原案可決（全員）
議第41号 町道路線の認定について 原案可決（全員）
議第42号 公共下水道大曲幹線工事請負契約の締結について 原案可決（全員）
議第43号 公共下水道小谷小動幹線枝分割1工事請負契約の締結について 原案可決（全員）
議第44号 平成21年度寒川町一般会計補正予算（第３号） 原案可決（全員）
議第45号 平成21年度寒川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決（全員）
議第46号 平成21年度寒川町老人保健事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決（全員）
議第47号 平成21年度寒川町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決（全員）
議第48号 平成21年度寒川町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決（全員）
議第49号 平成21年度寒川町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決（全員）
議第50号 平成21年度寒川町（仮称）健康福祉総合センター用地取得事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決（全員）
議第51号 平成20年度寒川町一般会計歳入歳出決算の認定について 認定（多数）
議第52号 平成20年度寒川町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（多数）
議第53号 平成20年度寒川町老人保健事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（全員）
議第54号 平成20年度寒川町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（多数）
議第55号 平成20年度寒川町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（多数）
議第56号 平成20年度寒川町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（多数）
議第57号 平成20年度寒川町（仮称）健康福祉総合センター用地取得事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（多数）
議第58号 平成21年度寒川町一般会計補正予算（第４号） 原案可決（全員）
意第10号 核兵器の廃絶と恒久平和を求める意見書の提出について 原案可決（全員）
意第11号 日米ＦＴＡ協定を締結しないことを求める意見書の提出について 否　　決
意第12号 労働者派遣法の抜本改正を求める意見書の提出について 否　　決
陳第４号 協同労働の協同組合法の速やかな制定を求める意見書採択を求める陳情書 継続審査
陳第９号「保険で良い歯科医療の実現を求める意見書」を国に提出することを求める陳情書 不 採 択
陳第10号 核兵器の廃絶と恒久平和の実現に関する陳情 採　　択

（報は報告　議は議案　意は意見書案　陳は陳情です）

ホームページは「寒川町議会」で検索できます


